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トークから：

車椅子って、長いこと病院の器具だった。車椅子で街を散歩してると、かならずパトカー
を呼ばれた。どっかから逃げてきた人やと思われた時代があったんです。

１９７４年ごろ「車椅子全国市民集会」っちゅう大会が仙台であった。２回目が１９７５
年に京都であった。ちょうど京都が地下鉄を建設する話が出てましてね。「僕たちが乗れるよ
うな地下鉄作って」というごく自然なかたちで運動が始まった。僕たちが京都にのこのこ行
きますと、京都の連中がですね、「運動が実っても、大阪エレベータあれへんやろ。ほんなら、
そのまま京都に帰らなあかんの？」って言われた。「そらそやー」って思ったんですよ。大阪
も運動起こさな、京都の人に申し訳ないと思ったのね。

ところが、大阪はもう地下鉄が縦も横も走ってんですね。運動ちゅうのはタイミングっち
ゅうのがありましてね。タイミングが合致せえへんかったら、世の中に説得力がないのね。
ほんで、「きっかけないかな、きっかけないかなー」って５人で探していました。そしたら生
野区の市会議員が、まるで自分の功績の様にビラをまいたのね。「この地域も便利になりま
す！」って大きいに書いてあるわけ。ほんで、大阪市の交通局に行きましてね、「車イスや障
害者のメンバーにも便利になるんですか？」って確かめに行きました。「新しい作る駅からで
もちゃんと設備の整った駅にして下さい」と言ったのね。「いやー、そんなお金がないー」っ
て言うんですよ。

それで私たちは大阪でも「誰でも乗れる地下鉄を作る会」っていう会を作りました。
このころからですね、「誰でも」という発想が出始めたのは。そや、障害者の為だけのエレベ
ータやないんや。お年寄りも使いやすくなるし、妊産婦の人やベビーカーを持ってる人だっ
て助かるんや。

聞いて欲しいのはね、交通局との交渉の成り行きなんです。私たちは交通局に、「何月何日
交渉したいから」って言って約束を取る。向こうもしぶしぶ、日を決めてくれた。それで１
５人、ずらーっと車椅子とか障害者がこう並んで、臨む。向こうの営業課っていう係長さん
がね、二人ほど来るんですよ。それで交渉が始まるわけね。

「私たち障害者のことをあなた方はどう考えてくれてるんですか？」ってやるわけね。中に
は、自分の履いてた義足を、がばっとはずしてね、交渉の机の上へ、でーんと置いてね、「分
かっとんのかよー！！」とかやる。ほんなら向こう、「どひゃー！！」とか言って下がるわけ
（笑い）。
そんなこと何回かやっていくうちにね、障害者と話をするのが初めての人がほとんどやから、
「知りませんでした、知りませんでした」ちゅうて、だんだん頭が低うなってくるわけ。
「分かってくれました？」って言うたら、「分かりました」ってなるわけね。僕は一応代表者
としてね、あんまり喋らんようにしようって、こんなにお喋りなのがですね、しゃべれへん
いうのは苦しいんですよ。（笑い）それでも一応辛抱して様子見てると、ほんとに変わってい
くんよ。「ほんとですよねー、そうですよねー、私たちは何にも知りませんでした」ちゅうて、
謙虚に頭下げていくわけね。

2002.5.22 『「違うことこそええこっちゃ」と説く 松葉杖のおっちゃん』
グラフィックデザイナー 夢・風・10 億円基金事務局長 牧口一ニさん

ご紹介：牧口さんの講演を小中学校の時代に聞
いて福祉の道に進んだ大学の先生たちがたくさ
んおられます。
そのように人生の目標まで変えてしまう牧口さ
んのお話を今日は堪能して下さい。



僕ね、交渉してるとね、相手の立場に僕はなっちゃうほうなんですよ。そしたら、立場上
言えないことがあるなっていうのが分かってくるわけね。この人にこれは無理を言ってもや
っぱり無理は無理っていうことになるんだろうなって分かってくる。で、「もっと責任持って
答えられる方いらっしゃいませんか？」「大阪市で一番偉い人って誰ですか？」って言うたら
ね、「大阪市長です」って。「あ、そうですか、ほんなら次の会合に市長さん呼んで下さい。
それしか僕たち話が出来ない」って言うたんですね。そしたら、「分かりました。話してみま
す」ちゅうてね。

次の会合の時、大阪市長は来てませんでしたけど、１５の部長さんがずらーっと頭揃えた。
３時間経ったらね、部長全部変わるんよ。「知りませんでしたー」言うて部長が頭下げだすわ
け。部長クラスが１５人気持ちを変えてくれたら世の中動くね。社会の仕組みってそんな風
に出来とるんや。

でも、どうしたって伝わらないまどろっこしい箇所が出てくるわけですよ。「そう言われて
も・・・」っていう話になるわけね。その時に「ほんとに僕たちの気持ち分かってない。い
っぺんな車椅子に乗って地下鉄に乗ってみぃ！」っていう話になったわけ。基本的な気持ち
は変わってるから「乗せていただきます」簡単に返事したのよ。ほんで１５台車椅子用意し
てね、幹部クラスが全員車椅子にのって地下鉄に乗ることになったの。車椅子試乗会ってい
う大きな垂れ幕つけましてね。そしたら、こんな催しは新聞社が喜ぶの（笑い）。

それまではね、新聞社は「僕たちがいくらこんな運動やってんのとりあげてくれ」いうても
とりあげてくれへんのね。ところが、幹部が車椅子にのって地下鉄試乗するっていう話にな
ってくると、「面白い」って言うていっぺんに載るわけ。大きな写真、入れましてね、各社全
部載せたんです。そしたら私たちは何にも頼んでないのに、市会議員の一人がね、その記事
を持ってね、市議会で勝手に質問してんの。「大阪市交通局、新聞でこんな記事見たけど、一
体どない考えてんねん。」大阪市交通局も「善処してみます。」ほんで、それから具体的に動
きだしたんですよ。

ちょうど２７年くらい経つのかな？約９０パーセントがエレベーターついてます。大阪の場
合はほとんど既存の駅だったんです。しかもいろんな線が重なってるから深いんね。１つエ
レベーター造るのに６億円かかっている。出入り口が多いから６箇所ついてる。それなら、
６×６＝３６億やろ？そんだけのお金を半分が近鉄が出して、半分が大阪市が出してる。

決して僕が自慢話をしてるわけではなくてね、
高齢化社会の問題がみんなの中で語られるようになったか
ら、それもあいまって私たちの運動が一つの形を取って
実ってきたんやないんかなと思うんですね。

せやから、数少ない人の力だけで、物事が変わって
いくんじゃなくて、支援をしてくれる人たち、それに
関係すると自分で思っている人たちが、数よーけいて
くれたほうが、社会は大変力を持つんだなと改めて感じ
ました。
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牧口流、
車椅子と傘とロマン
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